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　12月２日、第39回菊陽町人権子ども集会を開催し
ました。この３年間はオンラインでの開催でしたが、
４年ぶりに菊陽中学校体育館に集まって開催できま
した。

　小・中学校の代表で組織された実行委員会で、日常
生活の中にある課題を考え合いました。そして、集会
の目的を（１）お互いのことを知り、分かり合う（２）言
葉で伝えられる関係をつくる（３）いじめや差別をなく
すために自分から行動するとしました。
　当日は、４校が発表を行いました。
①菊陽西小学校「差別をなくすなかまをつくる」　
　人権ハートフル委員会と４年生の人権学習「私は負
けない」などで取り組んでいること。
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決めつけず　ちゃんと知ろう　みんなのこと
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　町では、2023年（令和５年）３月１日に、一方または双方が性的マイノリティである二人のパートナー
シップ関係を尊重する制度を設けました。また、国では昨年、ＬＧＢＴ理解増進法が成立しました。新聞
やテレビにも性的マイノリティ（少数者）の人々やその人権を擁護する人々の活動が紹介されるようになり
ましたが、十分な理解は得られていない現状があります。理解を深め、誰もが暮らしやすい多様性を認め
合う社会を目指し、人権のまち菊陽フェスタを開催します。多様な性のあり方を持つ人たちが互いを尊重
し共生できる社会を目指して活動している今

いま
坂
さか
洋
ひろ
志
し
さんの話から学び合いませんか。多くのみなさんの参

加をお待ちしています。
日時：２月18日㈰　午前10時～正午（開場：午前９時30分）
場所：図書館ホール
内容：（１）オープニングコンサート
　　　　　出演：劇

げき
団
だん
天
てん
然
ねん
木
ぼく
（ミュージカル劇団）

　　　（２）人権講演会
　　　　　演題「性的マイノリティってご存じですか？～性と人権について考える～」
　　　　　講師：今

いま
坂
さか
洋
ひろ
志
し
さん

　　　　　　　　（ともに拓くＬＧＢＴＱ＋の会熊本代表、熊本県性教育研究会会長他）

部落差別をはじめあらゆる差別をなくす
第39回菊陽町人権子ども集会開催

②武蔵ケ丘小学校
　「ちがいを豊かさに　自分に夢と自信を」
　６年生と人権委員会５年生が多文化共生で取り組ん
でいること。
③武蔵ケ丘北小学校「『ミナマタ』に学ぶ」
　正しいことを知りきちんと伝えていくことの大切さ
と、語り部との出会いから「正直に生きること」を
学んだこと。
④菊陽中学校
　「平和講話から学んだこと～自分と重ねて～」
　２年生の平和学習で、被爆２世の人、平和活動をす
る高校生の講話から学んだ「自分のことと重ねる」
こと。
　それぞれの発表で意見交換があり、144人の参加者
が感じたことや意見を返そうと立ち上がりました。
　集会の最後に、「お互いにおかしいことはおかしい
とはっきり言い合いながら、共に成長し、差別やいじ
めをなくす『なかま』
になり、みんなが楽し
く過ごせる未来をつ
くっていこう」と確認
し、集会を終えました。
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